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(57)【要約】
【課題】入力画像の縦横比と空間光変調器の画像表示領
域の縦横比が異なる場合に、より汎用的に投写画像の歪
みを補正することが可能なプロジェクタ等を提供するこ
と。
【解決手段】プロジェクタ１００が、ユーザーの歪み補
正指示内容を示す指示情報を入力する指示情報入力部１
１０と、入力画像の縦横比を判定する判定部１３０と、
入力画像の縦横比が、空間光変調器１９２の画像表示領
域の縦横比に対して縦長であって、かつ、指示情報が縦
方向の歪み補正を示す場合、画像表示領域における画像
の横方向の端部を横方向に拡大する横方向拡大補正を行
うとともに、当該横方向拡大補正が限界になった状態で
、さらに縦方向の歪み補正を示す指示情報が入力された
場合に端部と対向する他の端部を横方向に縮小する横方
向縮小補正を行う補正部１４０と、補正部１４０によっ
て補正された画像を、空間光変調器１９２を介して投写
する投写部１９０とを含んで構成される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザーの歪み補正指示内容を示す指示情報を入力する指示情報入力部と、
　入力画像の縦横比を判定する判定部と、
　前記入力画像の縦横比が、空間光変調器の画像表示領域の縦横比に対して縦長であって
、かつ、前記指示情報が縦方向の歪み補正を示す場合、前記画像表示領域における画像の
横方向の端部を横方向に拡大する横方向拡大補正を行うとともに、当該横方向拡大補正が
限界になった状態で、さらに縦方向の歪み補正を示す前記指示情報が入力された場合に前
記端部と対向する他の端部を横方向に縮小する横方向縮小補正を行う補正部と、
　当該補正部によって補正された画像を、前記空間光変調器を介して投写する投写部と、
　を含むことを特徴とするプロジェクタ。
【請求項２】
　請求項１に記載のプロジェクタにおいて、
　前記補正部は、前記縦方向の歪み補正を示す前記指示情報が入力された場合であって、
かつ、前記横方向拡大補正および前記横方向縮小補正だけでは歪みを補正できない場合、
前記画像表示領域における画像を縦方向に縮小または拡大する縦方向直線性補正を行うこ
とを特徴とするプロジェクタ。
【請求項３】
　ユーザーの歪み補正指示内容を示す指示情報を入力する指示情報入力部と、
　入力画像の縦横比を判定する判定部と、
　前記入力画像の縦横比が、空間光変調器の画像表示領域の縦横比に対して横長であって
、かつ、前記指示情報が横方向の歪み補正を示す場合、前記画像表示領域における画像の
縦方向の端部を縦方向に拡大する縦方向拡大補正を行うとともに、当該縦方向拡大補正が
限界になった状態で、さらに横方向の歪み補正を示す前記指示情報が入力された場合に前
記端部と対向する他の端部を縦方向に縮小する縦方向縮小補正を行う補正部と、
　当該補正部によって補正された画像を、前記空間光変調器を介して投写する投写部と、
　を含むことを特徴とするプロジェクタ。
【請求項４】
　請求項３に記載のプロジェクタにおいて、
　前記補正部は、前記横方向の歪み補正を示す前記指示情報が入力された場合であって、
かつ、前記縦方向拡大補正および前記縦方向縮小補正だけでは歪みを補正できない場合、
前記画像表示領域における画像を横方向に縮小または拡大する横方向直線性補正を行うこ
とを特徴とするプロジェクタ。
【請求項５】
　ユーザーの歪み補正指示内容を示す指示情報を入力する指示情報入力部と、空間光変調
器を介して画像を投写する投写部とを有するプロジェクタの有するコンピュータを、
　入力画像の縦横比を判定する判定部と、
　前記入力画像の縦横比が、前記空間光変調器の画像表示領域の縦横比に対して縦長であ
って、かつ、前記指示情報が縦方向の歪み補正を示す場合、前記画像表示領域における画
像の横方向の端部を横方向に拡大する横方向拡大補正を行うとともに、当該横方向拡大補
正が限界になった状態で、さらに縦方向の歪み補正を示す前記指示情報が入力された場合
に前記端部と対向する他の端部を横方向に縮小する横方向縮小補正を行う補正部として機
能させることを特徴とするプログラム。
【請求項６】
　ユーザーの歪み補正指示内容を示す指示情報を入力する指示情報入力部と、空間光変調
器を介して画像を投写する投写部とを有するプロジェクタの有するコンピュータを、
　入力画像の縦横比を判定する判定部と、
　前記入力画像の縦横比が、前記空間光変調器の画像表示領域の縦横比に対して横長であ
って、かつ、前記指示情報が横方向の歪み補正を示す場合、前記画像表示領域における画
像の縦方向の端部を縦方向に拡大する縦方向拡大補正を行うとともに、当該縦方向拡大補
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正が限界になった状態で、さらに横方向の歪み補正を示す前記指示情報が入力された場合
に前記端部と対向する他の端部を縦方向に縮小する縦方向縮小補正を行う補正部として機
能させることを特徴とするプログラム。
【請求項７】
　ユーザーの歪み補正指示内容を示す指示情報を入力する指示情報入力部と、空間光変調
器を介して画像を投写する投写部とを有するプロジェクタの有するコンピュータにより読
み取り可能なプログラムを記憶した情報記憶媒体であって、
　請求項５、６のいずれかに記載のプログラムを記憶した情報記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像の歪みを補正することが可能なプロジェクタ、プログラムおよび情報記
憶媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の手法では、例えば、投写画像が台形状に歪んでいる場合、液晶ライトバルブ等の
空間光変調器の画像表示領域に描画される画像に対し、投写画像において拡大している端
部を縮小する補正が行われていた。
【０００３】
　しかし、この手法では空間光変調器の画像表示領域を十分に利用できず、画質の劣化度
合いが大きくなる。
【０００４】
　このような問題を解決するため、特開２００５－１２３６６９号公報では、入力画像が
表示手段のアスペクト比に対して水平方向に小さい場合であって、かつ、縦方向の幾何学
歪補正である場合には、水平方向の拡大処理のみにより補正を行い、上記アスペクト比に
対して水平方向に大きい場合であって、かつ、横方向の幾何学歪補正である場合には、垂
直方向の拡大処理のみにより補正を行うことが記載されている。
【特許文献１】特開２００５－１２３６６９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、拡大処理だけでは歪みが大きい場合には対応できず、特開２００５－１２３６
６９号公報の手法は汎用性に欠ける。
【０００６】
　本発明の目的は、入力画像の縦横比と空間光変調器の画像表示領域の縦横比が異なる場
合に、より汎用的に投写画像の歪みを補正することが可能なプロジェクタ、プログラムお
よび情報記憶媒体を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため、本発明に係るプロジェクタは、
　ユーザーの歪み補正指示内容を示す指示情報を入力する指示情報入力部と、
　入力画像の縦横比を判定する判定部と、
　前記入力画像の縦横比が、空間光変調器の画像表示領域の縦横比に対して縦長であって
、かつ、前記指示情報が縦方向の歪み補正を示す場合、前記画像表示領域における画像の
横方向の端部を横方向に拡大する横方向拡大補正を行うとともに、当該横方向拡大補正が
限界になった状態で、さらに縦方向の歪み補正を示す前記指示情報が入力された場合に前
記端部と対向する他の端部を横方向に縮小する横方向縮小補正を行う補正部と、
　当該補正部によって補正された画像を、前記空間光変調器を介して投写する投写部と、
　を含むことを特徴とする。
【０００８】
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　また、本発明に係るプログラムは、
　ユーザーの歪み補正指示内容を示す指示情報を入力する指示情報入力部と、空間光変調
器を介して画像を投写する投写部とを有するプロジェクタの有するコンピュータを、
　入力画像の縦横比を判定する判定部と、
　前記入力画像の縦横比が、前記空間光変調器の画像表示領域の縦横比に対して縦長であ
って、かつ、前記指示情報が縦方向の歪み補正を示す場合、前記画像表示領域における画
像の横方向の端部を横方向に拡大する横方向拡大補正を行うとともに、当該横方向拡大補
正が限界になった状態で、さらに縦方向の歪み補正を示す前記指示情報が入力された場合
に前記端部と対向する他の端部を横方向に縮小する横方向縮小補正を行う補正部として機
能させることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明に係る情報記憶媒体は、
　ユーザーの歪み補正指示内容を示す指示情報を入力する指示情報入力部と、空間光変調
器を介して画像を投写する投写部とを有するプロジェクタの有するコンピュータにより読
み取り可能なプログラムを記憶した情報記憶媒体であって、
　上記プログラムを記憶したことを特徴とする。
【００１０】
　本発明によれば、プロジェクタ等は、入力画像の縦横比が、空間光変調器の画像表示領
域の縦横比に対して縦長である場合に、横方向の端部の横方向拡大補正と横方向の他の端
部の横方向縮小補正を行うことにより、投写画像の歪み度合いが大きい場合であっても画
像表示領域を最大限使用しつつ投写画像の歪みを補正することができる。これにより、プ
ロジェクタ等は、より汎用的に投写画像の歪みを補正することができる。
【００１１】
　また、前記補正部は、前記縦方向の歪み補正を示す前記指示情報が入力された場合であ
って、かつ、前記横方向拡大補正および前記横方向縮小補正だけでは歪みを補正できない
場合、前記画像表示領域における画像を縦方向に縮小または拡大する縦方向直線性補正を
行ってもよい。
【００１２】
　これによれば、プロジェクタ等は、入力画像の縦横比が、空間光変調器の画像表示領域
の縦横比に対して縦長である場合に、横方向拡大補正と横方向縮小補正に加えて縦方向直
線性補正を行うことにより、より汎用的に投写画像の歪みを補正することができる。
【００１３】
　また、本発明に係るプロジェクタは、
　ユーザーの歪み補正指示内容を示す指示情報を入力する指示情報入力部と、
　入力画像の縦横比を判定する判定部と、
　前記入力画像の縦横比が、空間光変調器の画像表示領域の縦横比に対して横長であって
、かつ、前記指示情報が横方向の歪み補正を示す場合、前記画像表示領域における画像の
縦方向の端部を縦方向に拡大する縦方向拡大補正を行うとともに、当該縦方向拡大補正が
限界になった状態で、さらに横方向の歪み補正を示す前記指示情報が入力された場合に前
記端部と対向する他の端部を縦方向に縮小する縦方向縮小補正を行う補正部と、
　当該補正部によって補正された画像を、前記空間光変調器を介して投写する投写部と、
　を含むことを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明に係るプログラムは、
　ユーザーの歪み補正指示内容を示す指示情報を入力する指示情報入力部と、空間光変調
器を介して画像を投写する投写部とを有するプロジェクタの有するコンピュータを、
　入力画像の縦横比を判定する判定部と、
　前記入力画像の縦横比が、前記空間光変調器の画像表示領域の縦横比に対して横長であ
って、かつ、前記指示情報が横方向の歪み補正を示す場合、前記画像表示領域における画
像の縦方向の端部を縦方向に拡大する縦方向拡大補正を行うとともに、当該縦方向拡大補
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正が限界になった状態で、さらに横方向の歪み補正を示す前記指示情報が入力された場合
に前記端部と対向する他の端部を縦方向に縮小する縦方向縮小補正を行う補正部として機
能させることを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明に係る情報記憶媒体は、
　ユーザーの歪み補正指示内容を示す指示情報を入力する指示情報入力部と、空間光変調
器を介して画像を投写する投写部とを有するプロジェクタの有するコンピュータにより読
み取り可能なプログラムを記憶した情報記憶媒体であって、
　上記プログラムを記憶したことを特徴とする。
【００１６】
　本発明によれば、プロジェクタ等は、入力画像の縦横比が、空間光変調器の画像表示領
域の縦横比に対して横長である場合に、縦方向の端部の縦方向拡大補正と縦方向の他の端
部の縦方向縮小補正を行うことにより、投写画像の歪み度合いが大きい場合であっても画
像表示領域を最大限使用しつつ投写画像の歪みを補正することができる。これにより、プ
ロジェクタ等は、より汎用的に投写画像の歪みを補正することができる。
【００１７】
　また、前記補正部は、前記横方向の歪み補正を示す前記指示情報が入力された場合であ
って、かつ、前記縦方向拡大補正および前記縦方向縮小補正だけでは歪みを補正できない
場合、前記画像表示領域における画像を横方向に縮小または拡大する横方向直線性補正を
行ってもよい。
【００１８】
　これによれば、プロジェクタ等は、入力画像の縦横比が、空間光変調器の画像表示領域
の縦横比に対して横長である場合に、縦方向拡大補正と縦方向縮小補正に加えて横方向直
線性補正を行うことにより、より汎用的に投写画像の歪みを補正することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明をプロジェクタに適用した場合を例に採り、図面を参照しつつ説明する。
なお、以下に示す実施例は、特許請求の範囲に記載された発明の内容を何ら限定するもの
ではない。また、以下の実施例に示す構成の全てが、特許請求の範囲に記載された発明の
解決手段として必須であるとは限らない。
【００２０】
　（第１の実施例）
　まず、第１の実施例として、投写画像に縦方向のキーストーン歪み（台形歪みともいう
）が発生し、かつ、入力画像の横：縦が４：３、空間光変調器の画像表示領域の横：縦が
１６：９の場合の投写画像の歪み補正について説明する。なお、この場合は、入力画像の
縦横比が、空間光変調器の画像表示領域の縦横比に対して縦長の場合に相当する。
【００２１】
　図１は、第１の実施例におけるプロジェクタ１００の機能ブロック図である。
【００２２】
　プロジェクタ１００は、ユーザーの歪み補正指示内容を示す指示情報を入力する指示情
報入力部１１０と、ＰＣ(Personal Computer)等からの画像情報を入力する画像情報入力
部１２０と、画像情報に基づいて入力画像の縦横比を判定する判定部１３０と、指示情報
に基づいて画像情報を補正する補正部１４０と、補正限界データ１５２等を記憶する記憶
部１５０と、空間光変調器１９２等を有する投写部１９０とを含んで構成されている。
【００２３】
　なお、ここで、補正限界データ１５２は、例えば、指示情報で示される歪み補正指示種
別ごとの限界を示すデータ、空間光変調器１９２の画像表示領域の頂点ごとの移動可能範
囲を示すデータ等である。
【００２４】
　また、これらの各部は、例えば、以下のハードウェアを用いてプロジェクタ１００に実
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装することが可能である。
【００２５】
　図２は、第１の実施例におけるプロジェクタ１００のハードウェアブロック図である。
【００２６】
　例えば、指示情報入力部１１０としてはボタン、リモートコントローラからの操作情報
を受光する赤外受信ユニット９３０等、画像情報入力部１２０としては画像信号入力端子
９４０等、判定部１３０としてはＣＰＵ９１０等、補正部１４０としては画像処理回路９
７０、ＲＡＭ９５０等、記憶部１５０としてはＲＡＭ９５０、ＲＯＭ９６０等、投写部１
９０としては液晶パネル９２０、液晶駆動回路、ランプ、投写レンズ等を採用してもよい
。なお、これらの各部はシステムバス９８０を介して相互に情報をやりとりすることが可
能である。
【００２７】
　また、プロジェクタ１００は、判定部１３０等の機能を、プログラムを用いて実装して
もよい。例えば、プロジェクタ１００は、判定部１３０等としてプロジェクタ１００の有
するコンピュータを機能させるためのプログラムを情報記憶媒体９００から読み取って判
定部１３０等の機能を実装してもよい。
【００２８】
　このような情報記憶媒体９００としては、例えば、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、Ｒ
ＯＭ、ＲＡＭ、ＨＤＤ等を適用でき、そのプログラムの読み取り方式は接触方式であって
も、非接触方式であってもよい。
【００２９】
　次に、第１の実施例における歪み補正手順について説明する。
【００３０】
　図３は、第１の実施例における歪み補正手順を示すフローチャートである。また、図４
（Ａ）は、第１の状態における歪み補正前後の投写画像２０１を示す図であり、図４（Ｂ
）は、第１の状態における歪み補正前後の液晶パネルの画像表示領域３００における画像
を示す図である。
【００３１】
　例えば、プロジェクタ１００が、投写対象領域であるスクリーン等に対して上方向に傾
いて投写した場合、図４（Ａ）の実線に示すように、投写画像２０１は逆台形状になる。
また、空間光変調器１９２（本実施例では液晶パネル９２０）の画像表示領域３００（図
４（Ｂ）の領域ＥＦＧＨ）の横：縦が１６：９で、画像表示領域３００における補正前の
画像（図４（Ｂ）の１点鎖線で囲まれる領域ＡＢＣＤ）の横：縦が４：３であるものとす
る。この場合、図４（Ｂ）の領域ＥＡＤＨおよび領域ＢＦＧＣが非使用領域であり、画像
表示領域３００全体に対する非使用領域の割合は２５％になる。
【００３２】
　判定部１３０は、指示情報入力部１１０からの指示情報に基づき、図４（Ａ）のような
上辺が長い台形の歪み補正指示（縦方向の歪み補正指示）があるかどうかを判定する（ス
テップＳ１）。
【００３３】
　そして、判定部１３０は、当該補正指示があった場合、補正限界データ１５２に基づき
、画像表示領域３００における底辺ＣＤの補正限界内かどうかを判定する（ステップＳ２
）。
【００３４】
　底辺ＣＤの補正限界内である場合、補正部１４０は、画像表示領域３００における画像
ＡＢＣＤの横方向の端部ＣＤを横方向に拡大する横方向拡大補正を行う（ステップＳ３）
。
【００３５】
　具体的には、例えば、本実施例では、補正部１４０は、頂点Ｃを頂点Ｇの方向に、頂点
Ｄを頂点Ｈの方向に移動させるように、すなわち、投写画像２０１とは逆の形状に画像Ａ
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ＢＣＤを補正する。この場合、頂点Ｃの補正限界点は頂点Ｇであり、頂点Ｄの補正限界点
は頂点Ｈである。例えば、画像表示領域３００が縦１０８０画素、横１９２０画素で構成
される場合、頂点Ｇの座標は（１０８０，１９２０）で表され、頂点Ｈの座標は（１０８
０，１）で表される。なお、頂点ＡＢＣＤの各頂点に対して補正限界点（補正可能範囲）
を示す座標が補正限界データ１５２として記憶部１５０に記憶されているものとする。
【００３６】
　ユーザーは、投写画像２０１が図４（Ａ）の２点鎖線に示すような矩形状になるまで補
正指示を行う。プロジェクタ１００は、投写画像２０１に相当する領域ＡＢＣＤを、図４
（Ｂ）の２点鎖線に示すような投写画像２０１の台形に対して逆の形状の領域Ａ’Ｂ’Ｃ
’Ｄ’に変形することによって投写画像２０１を矩形状に変形することができる。
【００３７】
　さらに、判定部１３０は、補正指示が連続して入力され、画像表示領域３００における
底辺ＣＤの補正限界を超える補正指示があったと判定した場合、補正限界データ１５２に
基づき、画像表示領域３００における上辺ＡＢの補正限界内かどうかを判定する（ステッ
プＳ４）。
【００３８】
　上辺ＡＢの補正限界内である場合、補正部１４０は、補正指示に応じて底辺ＣＤと対向
する辺ＡＢを横方向に縮小する横方向縮小補正を行う（ステップＳ５）。なお、横方向縮
小補正の限界は、横方向拡大補正における限界のように空間光変調器１９２の画素数の限
界によるものではなく、補正後の表示品位を含めた補正部１４０の信号処理の限界による
ものである。
【００３９】
　図５（Ａ）は、第２の状態における歪み補正前後の投写画像２０２を示す図であり、図
５（Ｂ）は、第２の状態における歪み補正前後の液晶パネルの画像表示領域３００におけ
る画像を示す図である。
【００４０】
　例えば、図５（Ａ）に示す第２の状態では、図４（Ａ）に示す第１の状態と比べてより
歪んだ状態になっている。このような場合、上述した横方向拡大補正だけでは投写画像２
０２の歪みが残ってしまう。
【００４１】
　このように、歪みが大きい場合、プロジェクタ１００は、図５（Ｂ）に示すように、頂
点ＡＢを横方向の内側に移動させる補正を行う。
【００４２】
　これにより、投写画像２０２のように歪みが大きい場合であっても、プロジェクタ１０
０は、画像表示領域３００の画素を有効に利用しつつ投写画像２０２の歪みをなくすこと
ができる。
【００４３】
　さらに、判定部１３０は、上述した横方向拡大補正および横方向縮小補正だけでは投写
画像２０３の歪みが残ってしまい、縦方向の歪み補正が必要かどうかを判定する（ステッ
プＳ６）。
【００４４】
　具体的には、例えば、開発者等が実験等によって求めた横方向拡大補正および横方向縮
小補正だけでは投写画像２０３の歪みが残る場合のデータを補正限界データ１５２として
記憶部１５０に記憶しておき、判定部１３０は、当該歪みが残る場合に該当した場合に縦
方向の歪み補正が必要と判定する。
【００４５】
　縦方向の歪み補正が必要な場合、補正部１４０は、画像表示領域３００における画像を
縦方向に縮小または拡大する縦方向直線性補正を行う（ステップＳ７）。
【００４６】
　図６（Ａ）は、第３の状態における歪み補正前後の投写画像２０３を示す図であり、図
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６（Ｂ）は、第３の状態における歪み補正前後の液晶パネルの画像表示領域３００におけ
る画像を示す図である。
【００４７】
　例えば、図６（Ａ）に示すように、縦方向の直線性歪みが発生している場合、上述した
横方向拡大補正および横方向縮小補正だけでは投写画像２０３の歪みが残ってしまう。
【００４８】
　このように、縦方向の直線性歪みが発生している場合、プロジェクタ１００は、図６（
Ｂ）に示すように、補正後の頂点Ａ’Ｂ’を縦方向に移動させる補正を行う。この際、補
正部１４０は、必要に応じて、表示画面上部では縮小処理を、表示画面下部では拡大処理
を行う。これにより、縦方向の直線性が改善される。
【００４９】
　これにより、投写画像２０３のように歪みが非常に大きい場合であっても、プロジェク
タ１００は、画像表示領域３００の画素を有効に利用しつつ投写画像２０３の歪みをなく
すことができる。
【００５０】
　なお、補正部１４０は、底辺が長い台形状の投写画像の歪み補正指示があった場合、補
正の状態に応じて上辺ＡＢを横方向に拡大する横方向拡大補正（ステップＳ３）、底辺Ｃ
Ｄを横方向に縮小する横方向縮小補正（ステップＳ５）、頂点ＣＤを縦方向に移動する縦
方向直線性補正（ステップＳ７）を行う。
【００５１】
　また、補正部１４０は、第１の実施例において横方向の歪み補正指示があった場合、縮
小処理のみの通常の歪み補正を行う。
【００５２】
　また、投写部１９０は、補正部１４０による歪み補正が行われる度に画像情報に基づい
て画像を投写する。これにより、ユーザーは、補正後の投写画像２０１～２０３の状態を
確認しながら補正指示を行うことができる。
【００５３】
　なお、終了指示があった場合または一定時間（例えば、１０秒、３０秒等）補正指示が
入力されない場合、プロジェクタ１００は、歪み補正を終了すべきと判定し（ステップＳ
８）、歪み補正を終了する。
【００５４】
　以上のように、本実施例によれば、プロジェクタ１００は、画像表示領域３００をより
有効に使用することができ、従来よりも画質の劣化を低減できる。例えば、図４（Ｂ）に
おいて、従来の手法では辺ＡＢを内側に縮小していたため、非表示領域は画像表示領域３
００の全体の２５％を超えてしまう。これに対し、本実施例の手法によれば、辺ＣＤが辺
ＧＨまで拡大し、補正後の画像の頂点Ｃ’Ｄ’が頂点ＧＨと一致する位置まで移動した場
合、非表示領域は画像表示領域３００の全体の１２．５％になる。これにより、プロジェ
クタ１００は、画像表示領域３００をより有効に使用でき、キーストーン歪み補正を行う
場合に発生する画質劣化をより低減できる。
【００５５】
　また、本実施例によれば、プロジェクタ１００は、入力画像の縦横比が、画像表示領域
３００の縦横比に対して縦長である場合に、横方向の端部（辺ＣＤまたは辺ＡＢ）の横方
向拡大補正と横方向の他の端部（辺ＡＢまたは辺ＣＤ）の横方向縮小補正を行うことによ
り、投写画像２０１～２０３の歪み度合いが大きい場合であっても画像表示領域３００を
最大限使用しつつ投写画像２０１～２０３の歪みを補正することができる。これにより、
プロジェクタ１００は、より汎用的に投写画像２０１～２０３の歪みを補正することがで
きる。
【００５６】
　また、プロジェクタ１００は、横方向拡大補正と横方向縮小補正に加えて縦方向直線性
補正を行うことにより、投写画像２０１～２０３に縦方向の直線性歪みが発生している場
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合であっても、より汎用的に投写画像２０１～２０３の歪みを補正することができる。
【００５７】
　また、従来は、画像表示領域３００の非表示領域部分が黒く表示されることによって光
エネルギーが液晶パネル９２０周辺で消費され、温度上昇の一因となっていたが、プロジ
ェクタ１００は、画像表示領域３００を従来より多く使用することにより、無駄なエネル
ギー消費を減らし、温度上昇を抑制することができる。
【００５８】
　さらに、プロジェクタ１００は、画像表示領域３００を従来より多く使用することによ
り、表示領域と非表示領域における焼き付きの差等による投写画像２０１～２０３の見た
目の劣化を低減し、空間光変調器１９２等の寿命を延ばすことができる。
【００５９】
　（第２の実施例）
　次に、第２の実施例として、左斜め前方のスクリーンに投写された投写画像に横方向の
キーストーン歪みが発生し、かつ、入力画像の横：縦が１６：９、空間光変調器の画像表
示領域の横：縦が４：３の場合の投写画像の歪み補正について説明する。なお、この場合
は、入力画像の縦横比が、空間光変調器１９２の画像表示領域３００の縦横比に対して横
長の場合に相当する。
【００６０】
　なお、機能ブロック等については第１の実施例と同様であるため、説明を省略し、歪み
補正手順について説明する。
【００６１】
　図７は、第２の実施例における歪み補正手順を示すフローチャートである。また、図８
（Ａ）は、第４の状態における歪み補正前後の投写画像２０４を示す図であり、図８（Ｂ
）は、第４の状態における歪み補正前後の液晶パネルの画像表示領域３００における画像
を示す図である。
【００６２】
　判定部１３０は、指示情報入力部１１０からの指示情報に基づき、図８（Ａ）のような
左辺が長い台形の歪み補正指示（横方向の歪み補正指示）があるかどうかを判定する（ス
テップＳ１１）。
【００６３】
　そして、判定部１３０は、当該補正指示があった場合、補正限界データ１５２に基づき
、画像表示領域３００における右辺ＢＣの補正限界内かどうかを判定する（ステップＳ１
２）。
【００６４】
　右辺ＢＣの補正限界内である場合、補正部１４０は、画像表示領域３００における画像
ＡＢＣＤの縦方向の端部ＢＣを縦方向に拡大する縦方向拡大補正を行う（ステップＳ１３
）。
【００６５】
　具体的には、例えば、本実施例では、補正部１４０は、頂点Ｂを頂点Ｆの方向に、頂点
Ｃを頂点Ｇの方向に移動させるように、すなわち、投写画像２０４とは逆の形状に画像Ａ
ＢＣＤを補正する。この場合、頂点Ｂの補正限界点は頂点Ｆであり、頂点Ｃの補正限界点
は頂点Ｇである。例えば、画像表示領域３００が縦７６８画素、横１０２４画素で構成さ
れる場合、頂点Ｆの座標は（７６８，１）で表され、頂点Ｇの座標は（７６８，１０２４
）で表される。
【００６６】
　ユーザーは、投写画像２０４が図８（Ａ）の２点鎖線に示すような矩形状になるまで補
正指示を行う。プロジェクタ１００は、投写画像２０４に相当する領域ＡＢＣＤを、図８
（Ｂ）の２点鎖線に示すような投写画像２０４の台形に対して逆の形状の領域Ａ’Ｂ’Ｃ
’Ｄ’に変形することによって投写画像２０４を矩形状に変形することができる。
【００６７】
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　さらに、判定部１３０は、補正指示が連続して入力され、画像表示領域３００における
右辺ＢＣの補正限界を超える補正指示があったと判定した場合、補正限界データ１５２に
基づき、画像表示領域３００における左辺ＡＤの補正限界内かどうかを判定する（ステッ
プＳ１４）。
【００６８】
　左辺ＡＤの補正限界内である場合、補正部１４０は、補正指示に応じて右辺ＢＣと対向
する辺ＡＤを縦方向に縮小する縦方向縮小補正を行う（ステップＳ１５）。なお、縦方向
縮小補正の限界は、縦方向拡大補正における限界のように空間光変調器１９２の画素数の
限界によるものではなく、補正後の表示品位を含めた補正部１４０の信号処理の限界によ
るものである。
【００６９】
　図９（Ａ）は、第５の状態における歪み補正前後の投写画像２０５を示す図であり、図
９（Ｂ）は、第５の状態における歪み補正前後の液晶パネルの画像表示領域３００におけ
る画像を示す図である。
【００７０】
　例えば、図９（Ａ）に示す第５の状態では、図８（Ａ）に示す第４の状態と比べてより
歪んだ状態になっている。このような場合、上述した縦方向拡大補正だけでは投写画像２
０５の歪みが残ってしまう。
【００７１】
　このように、歪みが大きい場合、プロジェクタ１００は、図９（Ｂ）に示すように、頂
点ＡＤを縦方向の内側に移動させる補正を行う。
【００７２】
　これにより、投写画像２０５のように歪みが大きい場合であっても、プロジェクタ１０
０は、画像表示領域３００の画素を有効に利用しつつ投写画像２０５の歪みをなくすこと
ができる。
【００７３】
　さらに、判定部１３０は、上述した縦方向拡大補正および縦方向縮小補正だけでは投写
画像２０３の歪みが残ってしまい、横方向の歪み補正が必要かどうかを判定する（ステッ
プＳ１６）。
【００７４】
　具体的には、例えば、開発者等が実験等によって求めた縦方向拡大補正および縦方向縮
小補正だけでは投写画像２０３の歪みが残る場合のデータを補正限界データ１５２として
記憶部１５０に記憶しておき、判定部１３０は、当該歪みが残る場合に該当した場合に横
方向の歪み補正が必要と判定する。
【００７５】
　横方向の歪み補正が必要な場合、補正部１４０は、画像表示領域３００における画像を
横方向に縮小または拡大する横方向直線性補正を行う（ステップＳ１７）。
【００７６】
　図１０（Ａ）は、第６の状態における歪み補正前後の投写画像２０６を示す図であり、
図１０（Ｂ）は、第６の状態における歪み補正前後の液晶パネルの画像表示領域３００に
おける画像を示す図である。
【００７７】
　例えば、図１０（Ａ）に示すように、横方向の直線性歪みが発生している場合、上述し
た縦方向拡大補正および縦方向縮小補正だけでは投写画像２０６の歪みが残ってしまう。
【００７８】
　このように、横方向の直線性歪みが発生している場合、プロジェクタ１００は、図１０
（Ｂ）に示すように、補正後の頂点Ａ’Ｄ’を横方向に移動させる補正を行う。この際、
補正部１４０は、必要に応じて、表示画面左部では縮小処理を、表示画面右部では拡大処
理を行う。これにより、横方向の直線性が改善される。
【００７９】
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　これにより、投写画像２０６のように歪みが非常に大きい場合であっても、プロジェク
タ１００は、画像表示領域３００の画素を有効に利用しつつ投写画像２０６の歪みをなく
すことができる。
【００８０】
　なお、補正部１４０は、右辺が長い台形状の投写画像の歪み補正指示があった場合、補
正の状態に応じて左辺ＡＢを縦方向に拡大する縦方向拡大補正（ステップＳ１３）、右辺
ＢＣを縦方向に縮小する縦方向縮小補正（ステップＳ１５）、補正後の頂点Ｂ’Ｃ’を横
方向に移動する横方向直線性補正（ステップＳ１７）を行う。
【００８１】
　また、補正部１４０は、第２の実施例において縦方向の歪み補正指示があった場合、縮
小処理のみの通常の歪み補正を行う。
【００８２】
　なお、終了指示があった場合または一定時間（例えば、１０秒、３０秒等）補正指示が
入力されない場合、プロジェクタ１００は、歪み補正を終了すべきと判定し（ステップＳ
１８）、歪み補正を終了する。
【００８３】
　以上のように、本実施例によれば、プロジェクタ１００は、入力画像の縦横比が、画像
表示領域３００の縦横比に対して横長である場合に、縦方向の端部（辺ＢＣまたは辺ＡＤ
）の縦方向拡大補正と縦方向の他の端部（辺ＡＤまたは辺ＢＣ）の縦方向縮小補正を行う
ことにより、投写画像２０４～２０６の歪み度合いが大きい場合であっても画像表示領域
３００を最大限使用しつつ投写画像２０４～２０６の歪みを補正することができる。これ
により、プロジェクタ１００は、より汎用的に投写画像２０４～２０６の歪みを補正する
ことができる。
【００８４】
　また、プロジェクタ１００は、縦方向拡大補正と縦方向縮小補正に加えて横方向直線性
補正を行うことにより、投写画像２０４～２０６に直線性の歪みが発生している場合であ
っても、投写画像２０４～２０６の歪みを補正することができ、より汎用的に投写画像２
０４～２０６の歪みを補正することができる。
【００８５】
　（その他の実施例）
　なお、本発明の適用は上述した実施例には限定されず、種々の変形が可能である。
【００８６】
　例えば、上述した実施例では、プロジェクタ１００は、ユーザーの指示に応じてキース
トーン歪みを補正しているが、例えば、重力センサー等を用いて縦方向の歪みを自動的に
補正してもよいし、ＣＣＤセンサー等を用いて投写画像２０１を撮像して撮像情報を生成
し、撮像情報に基づいて投写画像２０１の歪みを把握して縦方向および横方向の少なくと
も一方の歪みを自動的に補正してもよい。
【００８７】
　また、図６（Ａ）に示すように、投写画像２０３の縦方向の歪みが非常に大きい場合、
補正部１４０は、補正指示に応じて頂点Ａ’Ｂ’または頂点Ｃ’Ｄ’を元の頂点ＡＢまた
は頂点ＣＤの位置から斜め内側の方向に移動させる補正を行ってもよい。すなわち、補正
部１４０は、横方向縮小補正（ステップＳ５）と縦方向直線性補正（ステップＳ７）を同
時に行ってもよい。
【００８８】
　同様に、図１０（Ａ）に示すように、投写画像２０６の横方向の歪みが非常に大きい場
合、補正部１４０は、補正指示に応じて頂点Ｂ’Ｃ’または頂点Ａ’Ｄ’を元の頂点ＢＣ
または頂点ＡＤの位置から斜め内側の方向に移動させる補正を行ってもよい。すなわち、
補正部１４０は、縦方向縮小補正（ステップＳ１５）と横方向直線性補正（ステップＳ１
７）を同時に行ってもよい。
【００８９】
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　また、プロジェクタ１００は、液晶プロジェクタには限定されず、例えば、米国テキサ
ス・インスツルメンツ社が開発したＤＭＤ(Digital Micromirror Device)を空間光変調器
として用いたプロジェクタ等であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００９０】
【図１】第１の実施例におけるプロジェクタの機能ブロック図である。
【図２】第１の実施例におけるプロジェクタのハードウェアブロック図である。
【図３】第１の実施例における歪み補正手順を示すフローチャートである。
【図４】図４（Ａ）は、第１の状態における歪み補正前後の投写画像を示す図であり、図
４（Ｂ）は、第１の状態における歪み補正前後の液晶パネルの画像表示領域における画像
を示す図である。
【図５】図５（Ａ）は、第２の状態における歪み補正前後の投写画像を示す図であり、図
５（Ｂ）は、第２の状態における歪み補正前後の液晶パネルの画像表示領域における画像
を示す図である。
【図６】図６（Ａ）は、第３の状態における歪み補正前後の投写画像を示す図であり、図
６（Ｂ）は、第３の状態における歪み補正前後の液晶パネルの画像表示領域における画像
を示す図である。
【図７】第２の実施例における歪み補正手順を示すフローチャートである。
【図８】図８（Ａ）は、第４の状態における歪み補正前後の投写画像を示す図であり、図
８（Ｂ）は、第４の状態における歪み補正前後の液晶パネルの画像表示領域における画像
を示す図である。
【図９】図９（Ａ）は、第５の状態における歪み補正前後の投写画像を示す図であり、図
９（Ｂ）は、第５の状態における歪み補正前後の液晶パネルの画像表示領域における画像
を示す図である。
【図１０】図１０（Ａ）は、第６の状態における歪み補正前後の投写画像を示す図であり
、図１０（Ｂ）は、第６の状態における歪み補正前後の液晶パネルの画像表示領域におけ
る画像を示す図である。
【符号の説明】
【００９１】
　１００　プロジェクタ、１１０　指示情報入力部、１２０　画像情報入力部、１３０　
判定部、１４０　補正部、１５０　記憶部、１５２　補正限界データ、１９０　投写部、
１９２　空間光変調器、２０１～２０６　投写画像、３００　画像表示領域、９００　情
報記憶媒体
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